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第２学年国語科学習指導案
日 時 平成１６年７月７日（水）５校時
児 童 男子８名 女子１１名 計１９名
授業者 伊藤 博子

１．単元名 すきな お話を 読もう （光村図書 ２年上）
２．教材名 「スイミー」
３．単元について
( ) 単元について1

本単元は 「スイミー」の学習とそれをきっかけに、他のお話や絵本を読，
む経験を豊かにさせること、さらに、本の紹介をし合うことにより、より一
層読書の幅をひろげることを目指している。
教材文「スイミー」は，知恵と勇気を感じることのできる，楽しくファン

タジックで，しかもドラマチックなストーリーである。また，叙述が詩的で
あり，体言止め・倒置法・比喩などが駆使されている。この「スイミー」の
学習で、挿絵を効果的に使ったり、言葉を大切にし、言葉に気づくように音
読を取り入れ指導することで、スイミーになりきって、感動したり、喜びを
味わったりする読みをおこない、お話の世界に浸るきっかけをつくる教材で
ある。
そしてこの学習が、後半の「スイミー」を紹介する活動や様々なお話を読

むきっかけとなるように構成されている。
( ) 児童について2

子供たちは，朝読書の時間には次々と本を読み，読書冊数を増やしていっ
ている。その種類も様々で，読書行為そのものには抵抗がなく，むしろ意欲
的である。しかし，あらすじをとらえたり、場面の様子を正確に読みとった
りすることは十分ではない。また、読書カードに書かれている感想からも、
場面の様子を豊かにイメージしたり、お話の中にはいって読んだりすること
も十分ではない。
２年上「ふきのとう」で子供たちは書いてあることを正確に読み，場面の

様子を劇で表す活動を行った。正確に読む力が十分ではなかった児童も，仲
間と一緒に音読の仕方や演技の仕方を考え合い、物語を読み取っていくこと

。 。ができた 登場人物になりきって劇を行う活動はとても意欲的に行っていた
また 「たんぽぽのちえ」では、様子を表す言葉に気をつけて読みとる学習、
をしてきた。文中の言葉を探したり、動作化したりして読みを深めてきた。
本教材ではペープサートなど動作化を取り入れることによって，さらに家

族への紹介など相手意識をしっかりさせることによって，意欲的に学習活動
に取り組ませたい。

( ) 指導にあたって3
， 「 」 。第一次 第二次では スイミー の物語を味わうことが学習の中心となる

ここでは言葉にとらわれた詳細な読みだけで終わるのではなく，ペープサー
トなどの動作化を取り入れ，十分に物語の世界を味わわせたい。また，ここ
では「おもしろい」と思ったものは何か（ストーリー，場面の様子，体言止
め等音読の時のリズム，ペープサート等の活動，等）を取り上げて，積み重
ねておく。それを，本を選ぶ時の視点（タイトル，挿絵等）と合わせて「本
のおもしろさの要素」としておさえ，第三次，第四次への活動へつなげてい
きたいと考える。また，レオ＝レオニについても簡単に触れておくことで、
レオ＝レオニの作品への興味を高めたい。
第三次では今までの学習を振り返りながら，家の人に「スイミー」の紹介

をする。あらすじの知らない人に紹介するという目的をしっかりともたせ，
書く内容を明確にして書かせるようにする。第一次，第二次のおもしろかっ
たことも伝えさせたい。
第四次では「スイミー」以外のレオ＝レオニの作品や他の作者の本など好

きな本を選んで読み，おもしろかったところなどをカードに書いて掲示板に
はって紹介し合う。第三次まで積み重ねてきた本のおもしろさの中の何に興
味があって選んだのかについても意識して紹介させたい。また，紹介文を書
くにあたっては家族への紹介文を書いた時の内容を想起させながら書かせた
い。この単元をとおして，様々な本の楽しみ方，おもしろさがあることに気
づかせ，ただ単に読書冊数だけを重ねるのではなく，興味のある本を自分で
選び，お話の世界をじっくりと味わうことができるような態度を育てたい。

４．単元の目標
○場面の様子を想像しながら読み、お話の楽しさを味わう。
○好きな絵本を探して読み、友達と紹介しあう。
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５．単元の指導計画（学習指導計画１５時間）

書く 読む 言 語関心・意 話すこと

こと こと 事項学 習 活 動 欲・態度 聞くこと

①題名に関心をもって全文を読み，学習のめあ第一次

てをもつ。 ◎ ○ ○

②第一場面を読み，スイミーのペープサートを

作って自己紹介をする。 ○ ○ ◎

第 ③第二場面を読み，まぐろの様子と独りぼっち

二 になったスイミーの気持ちを想像して読み方 ○ ◎

次 を工夫する。

④第三場面を読み 表現のおもしろさを味わう ○ ◎， 。

⑤スイミーの気持ちの変化を考える。 ○ ◎

⑥第四場面を読み，スイミーたちの気持ちを想

像しながら音読のしかたを考える。 ○ ◎

⑦スイミーが考えた作戦について考え，ペープ

サートを使って場面の様子をあらわす。 ○ ◎

⑧解放された魚たちの気持ちを想像しながら，

第五場面を読む。言葉の学習をする。 ○ ◎ ○

第 ⑨家の人に「スイミー」を紹介する（好きな場

三 面を選び，音読練習をする 。 ○ ◎）

次 家の人に「スイミー」を紹介する（あらすじ⑩⑪

と心に残った場面を入れて紹介文を書く 。 ○ ◎）

⑫好きな場面の絵をかく。 ○ ◎

⑬レオ＝レオニの作品や他の作品を読む ◎ ○第四次

≪本時≫

⑭紹介カードを書く ◎ ○

⑮友達に紹介する。 ◎ ○

※ ◎は主目標。
６．本時の指導

( ) 目標1
レオ＝レオニの作品やほかの作品を選び，興味をもって読む。

( ) 本時の評価2
・評価規準
読みたい本を選んで読む

具体的評価規準 Ａの状況の具体的姿 Ｃの状況への手だて
読みたい絵本を選 自分が選んだ本のほかに、 ・友達の薦める本や

んで 最後まで読む 友達に紹介された本も読み、 挿絵を見て、教師、 。
感想を話している。 と一緒に探すよう
・複数の本を選んで最 にする。

、後まで読んでいる。 ・読み聞かせをして
・ 読書の記録」に、 本のおもしろさに「

。感想をくわしく書い ふれるようにする
ている （絵本のタ。
イトル 挿絵、スト
ーリー、言葉など）
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（３）展開
過 学習活動 ○教師の働きかけと ※支援上の留意点
程 ・予想される児童の反応 評価
１ 今までの学習を ○スイミーの勉強では、心 ※レオ＝レオニ 「スイ

導 振り返る。 に残った場面や好きな言 ミー」は絵本であると
入 葉を紹介した文を作った いうことをおさえ、そ

ね。 の仲間の本を読むこと
５ ２ 課題を把握する ○スイミーはレオ＝レオニ に気づかせたい。。

。分 という人が書いたんだね
今日はその人が書いた他
の本を探してきました。

好きな絵本を探して読もう

３ 好きな場面や好 ○このタイトルの本はどん ※スイミーの勉強を想起
展 きな言葉を見つけ なお話でしょう。 させる
開 ながら読むことが ○この本は何が主人公でし ※読み方のルールを確認

わかる。 ょう。 する
○スイミーの勉強では、場 ※好きなお話でなかった
面の好きなところを伝え ら本を替えてもよい。
合いました。 最後まで読んだら記録

○絵でもどんなお話かわか する。読み終わったら
るときがあります。 二冊目を読む。好きな

○好きな言葉を見つけられ 本は、何度読んでもよ
たらすごい。 い。

○友達に教えたい本を見つ ※選べない児童には挿絵
けるつもりで読んでくだ をみたり、始めの部分
さい。 を読み聞かせたりしな30

分 ○挿絵を見たり、少し読ん がら本を選ばせる。
だりして、本を選ぶとい
いよ。

４ 自分の好きな本 ・声に出して読む 自分の気に入
を選んで読む。 ・指で字をおって読む った本を見つけ

・友達におもしろいとおし て読んでいるか
える ［観察］

・シリーズで読み続ける子
・挿絵を頼りに見る子

○好きな場面や好きなこと ※読書の記録をふり返り
ま ばを見つけましたか。本 もう一度読んでみたい
と に印を付けましょう。 本に印をつける。
め ５ おもしろかった ○その本の好きな場面や好 おもしろい本

本について紹介す きな言葉を発表してくだ に印を付けてい
る。 さい。 るか。

感想の内容。
［発表・挙手］

６ 次時の予告を聞く ○おもしろかった本を友達 ※次時では、紹介したい
に紹介するカードを書き 本を見つけ、じっくり10

分 ます。 読ませ紹介文を書かせ
たい。


